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の一つで，遠隔授業が始まって一週間後の 4 月 20
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利用手順は図 2 の通りである。トークは Google 
Meet を使用し，保健室看護師 2 名と保健室サポー
ター（学寮女子棟寮母）が対応した。複数回に渡
りトークを行った学生を含め，学校再開までに延
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図 6 学校再開後アンケート質問項目 
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図 10 学校生活への不安（遠隔授業中） 
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ばかりでなく，学生が不自由な環境の中でも最大
限の理解を深められるような授業展開を工夫する
必要がある。 
 遠隔授業期間中は，対面授業と比較して，担任
や授業担当者は直接学生を観察することはできな
い。よって，通常以上に様々なアプローチを用い，
学生との密なコミュニケーションを行い，教員間
の情報を共有し，学校全体で連携した対応が重要
になってくる。 
 さらに，発達上の特性や性格から，遠隔授業に
適応するのが困難な学生には，早期から特別登校
を認め，教員による緩やかな監視の下で授業や課
題に取り組ませることも必要である。 
 教員にとっても遠隔授業は初めての経験であっ
た。遠隔授業という非日常の環境がどのような影
響を学生に及ぼすのか想像もできない不安の中，
クラス担任や授業担当教員は様々な工夫を凝らし，
学生の状況把握や学習に対するモチベーションの
維持に努めた。課題提出が滞っていたり，遠隔授
業への出席状況が悪かったりするなど，学生の異
変が見られた際には，相談室や保健室と情報を共
有し，連携して対応することで，より早期に学生
にとって効果的なサポートを行うことができた。
情報共有し，連携して関わることで，教員の不安
や思いを聞くことにもつながった。教員にとって
も非日常であり，教員の思いを表出する場所を作
ることも，大切な役割の一つだと認識した。 
 この度の学校閉鎖や遠隔授業といった非日常の
生活は学生に対して想像以上の不安やストレスを
与えた。遠隔授業は決して望ましい学習環境では
ないが，日常の対面授業よりも早期に学生の困り
感や発達上の特性に気づくことができたケースも
多々あったことは前向きに捉えるべき一面であろ
う。ただ，アンケート結果からもわかるように，
自ら相談を希望する学生はほとんどおらず，教員
側からの声掛けがとても重要となる。遠隔授業は
学生と教員との間に距離があるからこそ，教員が
連携し，情報を共有することで，多角的に学生の
様子を観察し，状況を把握することが必要である。
また，対面授業・遠隔授業にかかわらず，日ごろ
から学生の様子を観察し，学生の思いに寄り添う
教育を意識して取り組まなければならない。 
 
 
 
 
 
 
